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は じ め に
特別活動が児童・生徒の人間形成に果たす役割は大きい。いじめの問題では, 違いを認め
合うことへの理解を深め, 解決に向けた糸口としたい。まわりの仲間の「よさ」に気づこう
とする他者理解, 一方仲間から自らの「よさ」を伝えてもらうことによる自己理解, それぞ
れが機能することにより相互理解へと繋がる。
これを具現化する手だてとして, 体験活動が効果的である。本来, 特別活動における体験
活動のねらいは, 児童・生徒の自発的・自主的な行動を促し, 自ら考え, 判断し, 行動に移
すことができる主体的な活動にある。しかし, 学校教育現場に目をやると, 体験活動に取り
組むことが目的化していることが危惧される。児童・生徒が主体的に取り組める活動である,
サービス・ラーニングに見られる教育効果は高い。自尊感情に乏しい日本の児童・生徒が,
主体的に取り組めるようにするための手だての一つとして考察を加える。
１ ｢いじめ」を未然防止する手だて
1.1 認識できていない自分「よさ」を可視化
児童・生徒は, 自分自身の「よさ」について, 如何ほど認識できているのだろうか。もち
ろん自ら気づき得ない領域も存在する。その領域に着目しながら, 認識しようとする取組を,
学級活動において展開したい。ただ学校生活の多様な場面で構築される児童・生徒同士の自
然な関わり合いに任せるのではなく, 意図的・計画的に相互間での自己理解・他者理解を促
す体験活動の場を設けることで,「いじめ」を未然に予防するうえでの教育効果が期待でき
る。
そこで望ましい人間関係の構築を進める手だての一つとして, 構成的グループ・エンカウ
ンター（以下, SGEと記す）の手法があげられる。全ての児童・生徒が参画し, 認識でき
ていない自分の「よさ」に気づくことができる体験活動である。気づき得る「よさ」を取り
あげ, 互いに情報交換し合うエクササイズとして, グループの形態で取り組む。すると認識
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の相違点が浮き彫りとなり, 判断の理由づけを明らかにすることで, 新たに「よさ」の自覚
をもたらす。
自己理解を深めることで, 誤った認識を払拭するとともに, 自己肯定感が深まり, 自尊感
情を高められる。周りの仲間が捉えた人間像と, 自らの認識とを摺り合わせることで, 信憑
性の高い自己像に出会うことになる。SGEの取組は, 自己理解と他者理解との捉え方のず
れを確認し合う場であるとも言える。認識のギャップが大きいほど, もたらされる教育効果
も大きくなることから, SGEによる体験活動が人間形成に果たす役割は大きいといえる。
1.2 ｢ジョハリの窓」モデルを活用する教育実践
具体的に SGEを展開するうえで, ジョセフ・ルフト (1955)，ハリー・インガム (1995)
による「ジョハリの窓」のモデルを参考にする。榎本 (1997) のモデル図を, 以下の Table
1 に示す。
望ましい人間関係を育むエクササイズでは,「ジョハリの窓」のⅡ（｢自分は気がついてい
ないものの, 他人からは見られている自己｣）の領域に注目する。児童・生徒は, 自分では
気づき得ないことから, まわりの仲間とともにエクササイズによる体験活動を行い, 新たな
気づきを自覚する。そして日常における好ましい人間関係を導く手がかりになる。
本領域については, 時間をかけて丁寧に, かつ具体的な事実に基づき理解を促す必要があ
る。まわりの仲間から当該者への気づきの内容について, 決して押しつけることなく, 自然
に「なるほど」と受け入れられるような説明が求められる。
SGEによるエクササイズでは, ネガティブな情報を扱うことはない。児童・生徒間にお
ける望ましい人間関係の構築を進めるうえで, ポジティブな情報を共有することにより, 新
たに人と人とを繋ぐ関係性が芽生える。ポジティブな特性は児童・生徒一人一人の強みであ
り, ネガティブな特性は弱みにあたる。SGEの取組で扱えないネガティブな特性について
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Table 1 ジョハリの窓
自分自身に
B
C D
A
相手に
わかって
いる部分
わかって
いない部分
Ⅰ Ⅱ
Ⅲ Ⅳ
わかっていない部分わかっている部分
※ 榎本博明『自己開示の心理学研究』北大路書房, 1997より引用
は, 教師と児童・生徒との教育相談を通して気づきを促したい。その際, ふりかえりの時間
を確保し, 出来事や行為, 態度, 気づきなどについて, 教師は待つ姿勢で児童・生徒と向き
合い, 本人の語りを整理する役割を果たす。
1.3 ｢違い」を認め合うことがもたらす教育効果
今後, 社会のグローバル化が進み, 児童・生徒の活動範囲や対象が, 拡大の一途を辿るこ
とが予測される。既に, 人種, 言語, 宗教, 文化, 慣習など, 異なることを認め合う関係性
が問われる時代に突入している。
「いじめ」の問題を未然に防止するうえでも, こうした捉え方を学ぶ機会を設けることが
効果的である。児童・生徒の違いをそれぞれが特性として受け止め, 相互間で共有すること
ができる活動を指す。例えば異文化理解に関わる体験活動, 異年齢集団活動, サービス・ラー
ニング, などがあげられる。何れの活動においても, 自分とは異なる集団と関わることがで
きる場が保障されている。異文化理解については, 他国の人やもの, 文化などを対象とし,
異年齢集団活動では, 他学年が対象となり, サービス・ラーニングでは, ボランティア先の
利用者やスタッフを対象にして, 体験活動を通して多様かつ柔軟に, 相互間での理解を深め
ることができる。
体験活動を通して, 児童・生徒がグローバルな視点を獲得することにより, 学級の仲間へ
のまなざしが変容する。違いを「よさ」として受け止め認め合うことができれば, 児童・生
徒の自己肯定感が, 引いては自尊感情を高め, それぞれが居場所のある学級づくりへと繋が
る。
２ ｢体験活動」がめざす教育効果
2.1 印象に残る「体験活動」が意味するもの
児童・生徒は, 日々の学校生活において, 多様な体験活動を通して人間形成を図っている。
そこで特に心に残る印象深い体験については, 一旦立ち止まり, 自らを振り返る時間を設け
たい。その際, なぜそのような気持ちがもたらされたのかに着目し, その理由づけを明らか
にする。すると, そこから児童・生徒一人一人の, 道徳的価値観に基づく判断の痕跡を見て
とることができる。
ここで本学の「インド異文化・ボランティア体験セミナー」を例に取りあげる。体験活動
に参加した学生は, 自分自身のものの見方や考え方の変容について, エピソードを交えて語
ることができる。それはマザー・ハウスにおけるボランティア活動を通して, それぞれの学
生が体得したものであり, 決して活動そのものではない。利用者との関わりを通して気づき
得た, 人間としての価値観である。体験をする前のイメージとその実際との間で, ギャップ
が大きいほど価値観の変容がもたらされ易く, 内面的な力として定着する。
さらにこうした教育効果について, 如何にすれば持続可能なものへと押し上げることがで
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きるのかを追求することが求められる。それは参加者が, 活動を通して気づき得た価値観を,
日常に組み入れることができているのかどうかに掛かっている。
2.2 人間形成を促す「ふりかえり」
ここで学生が帰国後に作成したふりかえりの記述に着目し, 考察を進める。以下に, 学生
Ａの「ふりかえり」に関して, 手記の一部分を Table 2 に示す。
学生Ａは, 2012年に本プログラムに参加し, 帰国後に8,000字に達する手記を作成した。
ふりかえりを通して自らの変容に着目し, その実情を説明するのに最も適切な言葉を選び抜
いて忠実に表現できている。
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Table 2 学生による「ふりかえり」の記述（一部抜粋）
（その１）
ボランティアが始まると施設の利用者さんと触れ合って, 初めは不安や緊張ばかりしていました。言葉は通じない
し, 何をしたらいいか誰も教えてくれない…。今振り返ると私自身受け身になっていました。しかし, ボランティア
をしたい, 利用者さんともっと触れ合いたいという気持ちが強くなると, かたことの英語で外国人に話しかけ, 体が
勝手に動いていました。まるで自分が自分でないみたいで, 私ってこんなに積極的だったかな？と不思議になりまし
た。言葉の壁は感じましたが, ボランティアをしたいという意欲の壁はまったく感じませんでした。ボランティア内
容は, 洗濯や皿洗いやガーゼおりなど簡単で単純なものでした。私が１番好きだった時間は利用者さんとゆっくりと
できる時間でした。ベンガル語で自己紹介したり, 手遊びで遊んだり, 肩をさすってあげたり言葉が通じなくても相
手が笑顔で笑ってくれただけで, 私は幸せでいっぱいでした。ボランティアを通して幸せに対する感じ方が変わりま
した。今まではおいしいものを食べた時, 欲しいものが手に入った時, 自分の好きなことをしている時が幸せでした。
今はいつも家族や友達がいること, 毎日楽しく過ごせること, 毎日おいしいごはんを食べられることが本当の幸せで
はないかと思うようになりました。今までの私の幸せは自分本位で自分の欲を満たすことだけが幸せなのだと思って
いた。本当の幸せはマザーハウスでのボランティアに参加したからこそ得ることができた気づきだったと思います。
日本で生活する中で当たり前となっているため忘れがちであるが, 本当はとても幸せなことで, 世界に目を向けると
決して当たり前ではない事実でした。この経験は自分にとって大きな糧になり, 毎日の生活を見直す貴重な機会とな
りました。
（その２）
インドでの旅を通して新しい自分の発見, 自分自身見直さなければならないところがはっきりと浮き彫りになった。
自分の悪いところを気が付かない振りや気づいていたけど正面から向き合おうとしなかったつけが回ってきたのだろ
うと思います。また, 私が育ってきた環境や, そして今いる環境がいかに恵まれているかということを, ボランティ
アを通して痛感しました。日本は経済的に豊かな国であり, 自分自身恵まれた環境の中で育っていることは十分理解
し, その事実をもちろん認めていました。しかし, 実際に他国を訪れ, 外にいる状態で改めて日本という国を見て自
分の生活を振り返ってみると, あくまでも理解しているつもりであったことに気づかされました。現地の生活環境に
溶け込むことを意識しながら毎日を過ごしていても, どこかで日本的な甘えた考えが出てきてしまいました。無意識
に日本での当たり前の価値観で物事を考え, 決めつけてしまうといった場面が多くあったことに後になって気が付き
ました。本当にインドは自分の鏡だと言うだけあるなと感じました。日本に帰ってきた今, 周りの人に明るくハキハ
キしているね。と言われることが多くなってきた。確かに自分でも周りの人の反応をビクビク気にしたり, 相手に媚
びを売るように機嫌をうかがったりせず, ありのままの自分でいれている気がしています。今までの自分は何事にも
曖昧で, かまってちゃんのさみしがり屋で, どうしようもない甘えたでした。しかし, インドで見つけた新しい素直
な自分は自発的に行動しいつもキラキラ輝いているような気がします。また, 新しい自分を発見できたことで人間関
係や人付き合いにストレスを感じなくなりました。
手記（その１）では, マザー・ハウスにおける利用者との関わりを通して, 幸福感に対す
る捉え方が大きく変容していることがわかる。本当の幸せとは何か, それは必要とされてい
る自分との出会いである。利用者から返される笑顔が, 言葉の壁を越えて, 心をゆさぶった
ことがわかる。このことは, 言うまでもなく Table 2 の下線部の表現から見てとれる。ボラ
ンティア体験を通して, 根本的な価値観の転換がもたらされ, その内面化が図られている。
また手記（その２）は, 学生Ａが体験活動を終えて, 自らの人間像に着目しつつ, ふりか
えりを通して明らかにした, 新しい自分との出会いに関する記述である。ボランティア活動
に参画することで, ありのままでいられている自分に, これまでとは違う自分像を認識でき
ている。このことは, Table 2 の下線部に表現されている。これまでの自分像を的確に分析
するとともに, 体験後, 新たな自分の姿を素直に受け入れ, 自己肯定感を認識できている。
そして新しい自分像との出会いが, 自らの存在意義を再認識させ, 自尊感情を高めている。
2.3 ｢体験活動」がもたらす経験値の持続性
体験活動を通した自己変容に着目し, それについて語る場面を用意した。2014年度の「文
部科学省, 総合的な教師力向上のための調査事業」において, 教育現場の教員と本学教職課
程履修者とが合同で会し, ２回に渡り研修会を実施した。その内容は, マザー・テレサの教
材化（道徳）である。
第１回は, 指導者がマザーテレサについての理解を深めるために, 専門家による講演, お
よび学生Ａを含めた３名からの体験談の報告で構成する。第２回は, 小学生（４年）を対象
に, 指導教員が作成した学習指導案に基づき, 公開研究授業と研究協議を行う。授業の展開
部分で, マザー・ハウスでのボランティア体験について語る時間を５分程度設定し, 学生Ａ
らが自らの思いを児童に発信する。
指導教員は, 読み物資料からだけでは分からない, マザー・テレサの人となりやボランティ
ア活動がもたらす教育効果について, 専門家や参加学生の報告を聞き, 資料の行間を埋める
作業に繋げられたと考える。中でも, Table 2 の内容については, 現地で体験してきた者で
ないと語れない領域にあたり, 体験活動がもたらす教育効果を最も的確に表現していること
から, 小学生を対象に伝えることで, 彼らの心をゆさぶることが期待される。
既に2012年度のボランティア体験を終えて２年の年月が経とうとしている。参加した学生
Ａらの日常を見るにつけ, 当時の学びから得た新たな人間像を崩していないことがわかる。
今もなお, 当時の気づきを温め続けることができるのは, 彼らのボランティア体験が, 心の
内面をゆさぶったことの証である。
体験活動がもたらす経験値の重みを踏まえると, いじめ問題の解決を図るうえで, 理解を
実践力に繋げる役割を果たすのが, 体験活動であると言える。大切なことは, 体験させるこ
とではなく, 体験を通して人間形成としてもたらされる中身である。ややもすると教員が,
体験活動そのものを行うことに力点を置き, 介入し過ぎる傾向にあるのではないだろうか。
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児童・生徒の自発性や自主性を育もうとするのであれば, インドでのボランティア活動のよ
うに, まずは児童・生徒に任せて見守り, 支援するスタイルでの運営が求められている。
３ ｢体験活動」を自発的・自主的なものにするために
3.1 ｢自尊感情」が極めて低い日本の児童・生徒
高階 (2014) は, 他国と比較して日本の児童・生徒の自尊感情が極めて低いことを指摘し
ている。このことは内閣府による「我が国と諸外国の若者の意識に関する調査」(2013) か
ら, 自分自身への満足度や長所について, 肯定的な回答の割合が低いことからも明らかであ
る。
自尊感情の乏しさは, 成功体験の少なさ, 自信のなさ, などに起因する。最後までやり遂
げられなければ, 自己達成感がもたらされず, 必要とされている自分にも出会えず, 自己有
用感を自覚できないままの状態に留まる。
児童・生徒は誰しも, まわりから認められ, 必要とされている自分を認識することで, 自
尊感情を高めたいと願っている。しかし, 学校教育現場の実態として, 特別活動における諸
活動が, 自発的・自主的な活動の場として機能を果たせているのか, 課題が残る。すべての
児童・生徒を活動の主体に据える視点に立ち, 活躍の場を設けることが必要である。
さらに教員は, 児童・生徒との心理的な距離感を適切に保ちつつ, あくまでも支援する立
場で関わりたい。体験活動への期待として, 自発性・自主性に重点を置くのであれば, 教員
は「指示」ではなく「支援」する立場から, 決してぶれることなく, 結果を恐れずに見守る
姿勢で臨むことが大切である。児童・生徒が自ら考え, 判断し, 実践することで, そのプロ
セスにおいて諸課題を自らの力で乗り越え, 自己達成感がもたらされ, 自己有用感を自覚す
ることで, 最終的に自尊感情を高めることができる。
しかし学校教育現場に目を向けると, 教科指導, 生活指導, 部活動, 事務処理, 保護者対
応, などにより, 多忙感に苛まれているのが現状である。教科指導を重視した教育課程など
の影響により, 学校行事や学級活動の取組が精選され, 活動時間が縮小する傾向にある。
そこで限られた時間のもとで如何にして教育効果をあげるのか, その解決の糸口として,
教師と児童・生徒との「時間共有」に注目する。学びを保障したり, 学級活動について一緒
に考えたり, 各取組を終えた後でふりかえりをすること, が挙げられる。各プロセスにおい
て賞賛があったり課題を見出したりと, 相互間におけるコミュニケーションが信頼関係の構
築をもたらすことになる。
3.2 すべての児童・生徒が活躍できる機会を保障
すべての児童・生徒が活躍できる機会を保障するうえで,「輪番制」を導入すると効果的
である。なぜならば, リーダーとフォロアーの両立場を体験できるからである。すると相手
の立場を斟酌した行動を促すとともに, 集団の一員としての責任を果たすことが期待できる。
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日々の朝の会や終わりの会の運営を, 児童・生徒に交代させながら任せるのは, こうした教
育効果をねらいとしている。
このことは, ドイツ・ヘッセン州における「Morgenkreis（朝の輪)」の取組と類似する。
Schule Vollmarshausen 校における「朝の輪」では, 児童と教員とが円形を作って着席し,
それぞれ自分に関わる出来事や作品を取りあげ, 自信を持って順番に発表する。毎日, 輪番
制で大統領（司会者の役割）が交代することから, 月に１回は自ら責任を果たすことになる。
同時に, その役割をやり遂げたとき, まわりの仲間から承認が得られる。児童一人一人がそ
れぞれ自己存在感を実感し, 自己有用感を認識できる瞬間でもある。
ところで児童・生徒に自己開示を促すためには, 自らが学級の一員として受け入れられて
いるとの認識を持てるような雰囲気が不可欠である。いわゆる居場所のある学級づくりがで
きているのか否かということである。児童・生徒一人一人に活躍できる機会を保障する取組
として, 朝の会や終わりの会, 各教科の指導における学び合い（グループ活動), 学級会活
動, など, たとえ限られた時間であっても, 丁寧に継続して進めることで, 教育効果をもた
らすことになる。
3.3 体験の先にある「次の一手」との出会い
体験することで, 児童・生徒は新たな気づきを得て, それが人間形成に大きく寄与する。
ただし, 体験さえすれば教育効果がもたらされるのではなく, 大切なことは自発的・主体的
な取組として実践できたのか否かが問われる。
道徳教育の視点に立つと, 児童・生徒は, 体験することで心を揺さぶられ, 新たな道徳的
価値観と出会い, その内面化が図られる。既存の価値観を払拭し, 新たな価値観を受け入れ,
それを実践するまでに至るうえで, 体験活動という手だてが効果的である。
既に述べてきたが, 児童・生徒にとって, 特別活動として多様な取組が展開されているに
も拘わらず, 自発的・主体的な取組にまで至っていないのは, 教員の介入の仕方に課題を見
出せはしないだろうか。ややもすると効率や見栄えに力点を置いた活動になりがちであった
り, 時間をはじめとする制約の中で, やりきることに重点を置かざるを得ない状況になって
はいないかと危惧する。
教員は, 児童・生徒を指導するうえで, 見守りつつ適切に支援するスタンスで関わること
が求められる。すると, 結果として順調に進まずに問題な事態が生じることもあるだろうし,
失敗することも予想される。その時, すべての児童・生徒の力でその困難を克服できたとす
れば, それがもたらす人間形成は, 内面化された持続可能な実践力である。
昨今, 多様な体験活動が展開される中で, 活動そのものは手だてに過ぎず, その先を見据
えた取組を企画・運営することが重要である。例えば, ボランティア活動（介護体験など）
を取りあげると, 体験を通して高齢者への思いやりの心が芽生えたり, 感謝の気持ちを抱く
ようになる。こうした気づきを踏まえて, 当事者のこれからにどのように生かされるのかが
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問われる。これまでの人生をふりかえり, 様々な葛藤を交えながら価値観がゆさぶられ, 自
らの生き方に変容をもたらしたとしたら, 体験活動そのものが有意義な取組として位置づけ
られる。
４ ドイツ・ヘッセン州における ｢Service Learning」の取組
4.1 Gustav-Langenscheidt-Schule 校における教育実践
当該校では, ７年生を対象に「Service Learning（サービス・ラーニング)」の教育実践に
取り組んでいる。
指導者からの聞き取りによると, アメリカの J･F･Kennedy（ケネディ）の提唱によるも
ので, 自ら活動し社会に役立とうとする人間形成をめざす。子どもが地域社会に出て, 様々
なボランティア活動を通して学びを深められる教育課程として位置づけられた。教育改革に
より午後の授業数が増えたこともあり, 義務づけられた科目の一つでもある。
ボランティア先については, 最初の２週間でオリエンテーションおよびトライアル, ３週
目に決定し活動に入る。学習評価として, ボランティア先の担当者との話し合いにより, 主
な観点として態度, チームの一員としての協調性, 信頼性, 誠実さ, などに着目し成績をつ
ける。
ただ, 調査した学級では, 生徒の85％を外国人が占め, 家庭が安定しない女子生徒が多い
こと, 宗教上の習慣として午後は外出できない生徒もいる。指導者は, こうした生徒たちに
も, サービス・ラーニングを通した学びをさせたいとする願いが強い。
これまで2001年から継続して実施しており, 教育効果をあげてきている。本当に取り組み
たい生徒に提供し, 前回は32名の申込み中16名に絞り込み活動を進めた。生徒たちが地域社
会に還元する体験として, ボランティア活動は大きな意味をもつ。また, サービスラーニン
グとして, 社会性を培い市民性を育むことにも繋がる。
4.2 ｢Service Learning」への理解を深める授業
サービス・ラーニングへの理解を深めるために, ボランティア先を探したり, 体験者の話
を聞いたりと, より現実味を実感できる時間を設けている。
以下に, その授業における教師と生徒間の逐語記録を Table 3 に示す。
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Table 3 逐語記録 「サービス・ラーニング」の授業
○T ：サービスに入る場所は, 知り合いでないことは分かりましたね。
仕事先を捜そう。
●C1 ：幼稚園の子どもを世話します。申請用紙はいつまで？
○T ：どのようにして仕事を見つけましたか？
●C1 ：先週休んだから, 資料をもらっていなかった。
○T ：説明を聞いてください。
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●C1 ：近くにあるので, 先に気に入った。
○T ：園長先生が声をかけてきた。
具体的な組が分かりますか。
●C1 ：３～５年, 私は３歳の子どもに関わった。
老人ホームにも声をかけた。友達のために聞いた。
私は幼稚園をやりたい。
○T ：よく捜しましたね。
●C2
：老人ホームと幼稚園に聞いた。
ノートを持って説明会に, 取りに行かないといけない。
○T ：どんな状況なの？
●C2
：幼稚園が良い。
水曜日に分かる。
○T ：自分の仕事先が分かる。
食事をしてから行くのか, 直接行くのか。
幼稚園と確認。
決まっている人は, 来週から行ってよろしい。
他に決まっている人はいますか？
サービス・ラーニングでは, ボランティアの気持ちを…。
ボランティアとしてやることが望ましい。
休むだけでもよい。
今日の友達は８年生（２人）です。
良い経験をしたので, ７年生に話してください。後で質問。
●C3 ：13歳の□□です。
ラングリーノ幼稚園でやりました。イタリア語で楽しかった。
２年前, 妹が通っていたから…。
母校でサービス・ラーニングができて良かった。
○T ：具体的に？
●C3 ：２時に着いて, おとなしい子どもと遊んで, 眠い子どもは昼寝, 小さい子どもを起こ
してオムツの取り替えを手伝い, おやつを配った。
そのためにテーブルを設定した。
おやつを食べた。
小さい違うテーブルを手伝い, テーブルのセッティングや子どもたちと遊んだ。
○T ：28時間の手伝いは普通, 108時間のボランティアで優秀賞の受賞になる。
ジャーナルに掲載する。※掲載ページを開けて, 子どもたちに見せる。
●C ：半年だけ？
●C3 ：１学年を通して, 手伝いに行った。
賞で25で１口のクーポンをもらい, 洋服を買いました。
○T ：この子も特別なことをやりました。
頑張って話してみてください。
●C4 ：障害者のところへ, 手伝いに行った。
大人でした。
○T ：どんな経験をしましたか？
●C4 ：小さい頃, 障害をもった人を見たら怖かった。
ずっと手伝っていて, 怖くなくなった。その人の気持ちが良くわかった。
○T ：そうか, 体の不自由な方と接すると, その気持ちが分かるようになった。
●C4 ：劇を作って, 自分のコミュニケーションとして, 手話を使っている。
手伝いをしてすごく楽しかった。
市役所に障害者のためのディスコがある。
一緒に楽しんだ。
逐語記録から, 教員が生徒のサービス・ラーニングへの取組について, 体験者に問いかけ
発表を求めている。仕事先をどのようにして捜したのか, 体験の具体的な内容について, 体
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○T ：世界中の人間が幸せに暮らす権利, 他の人が幸せになるための手伝いができる。
施設はどこに？
●C4 ：※（必死で説明する）
○T ：難しい仕事ができた彼のことを, 自慢に思っている。
●C4 ：１～５月, 周１回で２時間, 手伝いに行った。
○T ：みんなファイルを持ってきた？
テーブルに着きましょう。
全て外国人の親をもつ, ファイルを取り出してください。
このファイルの中に, その用紙がある。
サービス・ラーニング日記を開けてください。
読みあげて。
●C ：※（プリントを音読）
○T ：サービス・ラーニング日記のねらいは？
●C ：何をやったかを覚えるために。※（プリントを音読）
●C ：毎日行ったところを日記に書いて思い出す。
忘れないように。
○T ：１枚？
●C ：特別なことがあれば, 書けば読むのでは。
○T ：毎日違うから, 日記をつける。
好きな仕事, 嫌いな仕事, 自分の思いをしっかりと書いておく。
家でも日記を書くか？
日記について, 話したいことは？
●C ：私も作った。
●C ：自分の日記。
書いたのは, 秘密を書く。
鍵があるとなお良い。
○T ：自分の思いを日記に。
サービス・ラーニング日記とは違う。
自分の経験を書き, 秘密は書かなくて良い。
日記をつけている人に, 拍手。
みんな持っていますか？
○C ：※（お願いの手紙を音読）
週に１回, サービス・ラーニングがある。
あなたの施設で経験をさせていただきたい。
経験を学校でも話すことになる。
施設はどこでも良い。
探し求めているところを指示してください。
子どものモチベーションが高いのを下げないで受け入れてください。
受け入れてくれるなら, 私に連絡をしてください。
必ず先生が職場を訪問する。
契約書を作り, サインを双方でする。
子どもたちが良いので, 写真を配って, サービス・ラーニングを終了します。
自分のノートに貼っておいてください。
自分の仕事を探してください。
50％以上の外国人がいること。
験が今の自分にどのように生かされているのか, 学級の仲間に情報を提供することで, 目的
が明らかになる。
本取組の特長は, 生徒が自発的・自主的に取り組むことにある。仕事先を捜す段階から,
自らの関心に基づき複数の仕事場を訪問し, 持続可能な場所を自らの意思で決断する。もち
ろん活動する際にも, 自分から主体的に取り組んでいる様子が, Table 3 の C4 (生徒）の発
言から読みとれる。C4は, 障がい者の施設でサービス・ラーニングに取り組んだ。そもそ
も彼は,「小さい頃, 障がいを持った人を見たら怖かった」との認識であった。しかし, 体
験後の「ずっと手伝っていて, 怖くなくなった。その人の気持ちがよく分かった」との発言
は, 体験を通して生徒自身が気づき得たことであり, これからの生き方に大きく寄与する価
値観の変容に繋がったと考える。手話を使えるようになったり一緒に遊んだりと, すべての
人間が平等に幸福を追求することの大切さに関して理解を深めている。教員は, C4の発言
を受けて, サービス・ラーニングの醍醐味として,「世界中の人間が幸せに暮らす権利, 他
の人が幸せになるための手伝いができる」とまとめている。このことは, サービス・ラーニ
ングという体験活動に参画したからこそ気づき得たことであり, 本取組の可能性が人間形成
にあることを示している。
4.3 ｢Service Learning」の記録のとり方
サービス・ラーニングの記録は, ｢Service Learning-Tagebuch｣ に記入する。それを説明
したのが, 下図の Table 4 である。
その内容を整理すると, 以下の通りである。
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Table 4 ｢Service Learning-Tagebuch」
4.4 保護者宛ての文書にみる「Service Learning」のねらい
サービス・ラーニングのねらいは, 保護者宛ての案内文書に丁寧に記述されている。それ
を示したのが, 下図の Table 5 である。
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1. サービス・ラーニング活動の場で, 得ることができた新しい経験を, 必ず記録しましょう。
2. 自分が活動している場所について, 情報提供のための資料があれば, それらをまとめて貼り,
それについて説明を書いてもよいでしょう。
3. サービス・ラーニング活動の場において, 自分のボスは誰ですか？
そのボスはどんな人ですか？
4. サービス・ラーニング活動を行っている場所について, 見取り図を描いてみましょう。
5. 次に挙げる例のように, 特別な出来事について説明してみましょう。
・今日はとても良い一日でした。なぜかと言うと……。
・今日はおもしろいことがありました。……。
・今日は嫌なことがありました。……。
◯小さい子どもを相手にしている人は,
・お気に入りの子どもについて描写してみましょう。(名前, 年齢, 外見, など）
・その子は何をするのが上手ですか？また, どんな遊びが好きですか？
・これという遊びを一つ説明してみましょう。
◯図書館で活動している人は,
・本を元の場所に戻す場合, 何に注意する必要がありますか？
・本に書かれている略語は何を意味していますか？
・特におもしろいと思うのはどの本ですか？
・借りたことがあるのはどの本ですか？
Table 5 ｢Service Learning」(保護者宛文書）
その内容を整理すると, 以下の通りである。
おわりに
特別活動では, 児童・生徒が多様な体験活動に参画し, 新たな気づきを体得する。その中
身は様々でありはするものの, 教育効果として人間形成に大きく寄与する。つまり体験を通
して, 児童・生徒がそれぞれ気づき得たものは, 資質・能力として内面化が図られ, 日常の
学校生活の中で, 行動として具現化を支える。このように内面からの気づきを促す手だての
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保護者のみなさまへ
皆様もご存知の通り, 最良の教育とは, 生活そのものなのです。
ですから学校は, 生活に直結していなければあまり役に立ちません。
このため私たちは, 本校で行っているあるプロジェクトを皆様に紹介することに致しました。こ
のプロジェクト, つまり「サービス・ラーニング」という公益のための社会活動は, 校内で実施
されるものではありません。皆様のお子さんに, 週に一度, 午後１時間から２時間の予定で, 社
会福祉施設や公共機関に行き, そこで以下のようなお手伝いをします。
・自分より小さい子の宿題を手伝い, 一緒に遊ぶ。
・高齢者や病人のほか, 障害者のサポートをする。
・図書館, クラブ, また公園管理局でもお手伝いすることがあります。
◯何を学ぶのでしょうか？
彼らは, 自分たちの活動によって, 実際に他の人を手助けできるということを学びます。それ
によって彼らの自己有用感は高まります。また自主的に行動し, 責任を引き受けることも学びま
す。それによってお子さんの人格形成が図られます。
◯自主性と責任感
この２つは, 人生において, また職業生活においても, 成功を収めるとともに, 責任感を持っ
た大人に成長するための重要な要件です。この学習方法はすでに他校で試みられており, 生徒た
ちは半ば感動しながら, 自分がどれほど適切かつ有意義に働けるかに突然気がついたと述べてい
ます。
◯サービス・ラーニングはどのように構成されるのでしょうか？
お子さんは, 11月から５月までの期間中, 自由時間に行う何らかのボランティア活動を選択し
ます。その後, 彼らは行った活動について, 自分が何を経験し, それにどのように対応したかを
学校で報告し, 話し合います。
本校が設定した教育課程の修了後も, お子さんは自分の活動を任意で継続することができます。
同時に本校では,「職業選択パス」を導入します。これは, 後々の就職に役立つ一種の証明台
帳です。サービス・ラーニングに参加して, 首尾良く終了すれば, その旨が認定書によってこの
台帳で証明されます。
社会に出るためのこの重要なステップで, お子さんを支えてあげてください。お子さんが得た
新しい経験について一緒に話してください。また, 皆様からこのプロジェクトに適した場所をお
知らせいただけると, 私たちの支援になります。学年の終わりには, このボランティア・プロジェ
クトの成果についてご報告するほか, 修了式に皆様をご招待する予定です。
一つとして, 今後サービス・ラーニングによる取組の教育効果が期待できる。
体験活動がもたらすもの, それは人間形成に繋がり, 引いては生き方に影響を及ぼす。昨
今, いじめの問題解決が喫緊の課題となっているが, その未然防止を図るうえで, 児童・生
徒一人一人の人間形成に寄与する体験活動を生かすことが効果的である。児童・生徒はそれ
ぞれ自らの「よさ」に気づき, それを強みとして生かすことで, 新たな自分と出会うことが
できる。その時,「よさ」の多様性を受け入れることで, 違いを認め合うことができる。グ
ローバル社会に生きるという発想を抱くことが, 隣人を気遣い認め合うことに繋がると考え
る。
ところで学校教育現場における体験活動については, 教科教育に重点を置く傾向から, 取
組を精選することで時間数, 実数も充実しているとは言い難いのが実情である。大学生（教
職課程履修者）を対象に印象に残っている学校行事について聞いてみると, 中学校では体育
大会, 合唱コンクール, 修学旅行などは出てくるものの, 学級活動での取組については進路
指導に偏った回答が多い。印象に残るということは, 予想よりも大きな差異に依拠するもの
で, 新たな気づきは人間形成に大きく影響をもたらす。体験活動を通して, 必要とされてい
る自分を実感出来たとき, 自己肯定感はもとより自己有用感をもたらし, 引いては自尊感情
を高める。もちろん教科指導においてもこうした場面を用意することはできるが, すべての
児童・生徒に同時に教育効果をもたらそうとするのであれば, 体験活動の方が具現化し易い。
なぜならば, それぞれが主体的に責任を持って果たすべき役割に取り組むことができるから
である。例えば学校行事を取りあげると, すべての児童・生徒が, 同時に主役になれ, 責任
を負うことになる。
日本の児童・生徒が抱く自尊感情は極めて低い。成功体験の少なさ, 自信のなさを克服す
る手だての一つがサービス・ラーニングである。ドイツ・ヘッセン州の学校調査では, 生徒
が生き生きと発表する姿が印象的であった。このことは, 自分自身で自主的に活動し, 行動
に責任を持つことで, 自己有用感がもたらされることを意味する。教員がお膳立てをするこ
となく, 主役は児童・生徒であることから, 自ら考え, 判断し, 行動に移すプロセスを, 自
己責任で行う所に, 教育的特長が見てとれる。もちろん, 教員は児童・生徒の動きをしっか
りと観察し, 適宜, 助言を入れることを怠ってはいけない。
ややもすると日本の学校では, 行事などを行うことに目がいってしまいがちであるが, む
しろ児童・生徒に任せるべきことは任せて, 教員はそれを支援する立場で関わることを再認
識することが肝要である。待つ姿勢で教育に臨むことが, 児童・生徒の健全育成に繋がり,
豊かな人間形成に繋がることになる。今後, 特別活動における体験活動のふりかえりを大切
に扱うことで, 児童・生徒の人間形成について自己認識を促せば,「次の一手」を自らの力
で見いだし, 自主的に実現しようと活動することで, 新たな人間像に出会うことができる。
何よりもこうした取組を, 系統的・計画的に実施できるように見直しが必要であると考える。
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Research on Experience-based Activities
to Prevent Bullying :
Findings from “Service Learning” Conducted in Hessen, Germany
MATSUOKA Yoshiki
In this study, we examine the role of classroom activities in experience-based activities to pre-
vent bullying. In Japan, bullying has long been one of its most serious social problems. In addition,
Japanese children have extremely poor self-esteem. We therefore focus on experience-based ac-
tivities and provide students with opportunities to act on their own will, aiming to let them realize
their worthiness and enhance their self-esteem. In the first half of this study, we explain how ex-
perience-based activities contribute to character formation.
In the latter half, we direct our attention to a class called “Service Learning” conducted in
Hessen, Germany. In this class, students play a leading part and undertake the process to think,
make decisions, and move to action all on their own. Teachers serve simply as supporters who
give advice only when deemed appropriate. What is considered important is the act of reviewing,
in which students become aware of their own growth as well as listen to their friends’ efforts,
thereby developing understanding of each other. “Service Learning” is a means for overcoming
the lack of successful experiences and self-confidence.
